
北九州市生涯学習ビジョン
～令和８年度実施計画～
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市民一人ひとりが、自分らしく、生き生きと暮らすことができる“学び”と
“活動”の機会を創出するとともに、多様な“学び”や“活動”のための環境準備
を進めます。
• 指標

目標現状調査内容対象テーマ

92％生涯学習活動に対する満足
度の割合

講座等
参加者

生涯学習活動に対する
満足度

81％
生涯学習活動への参加を通
じて幸福度（生活における
充実感等）が向上した割合

講座等
参加者

生涯学習を通じた幸福
度の変化

１ 自分らしく、生き生きと暮らすことができる“学び”と“活動”
の機会の創出
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目標（R8）実績（R6）予算概要事業

総参加人数
400人

（R8新事業）
0150万円

基調講演や分科会形式の事例発表、
体験ブースの実施、参加者同士の
交流の場を設ける。

生涯学習
フェスティバル

総参加人数
100,000人

講座数 851講座
実施回数4,780回
総参加人数

94,551人

978.4万円

地域課題や現代的課題等の解決を
目指す講座、社会貢献活動につな
がる講座、生きがいづくりを目指
す講座など幅広い分野にわたる講
座を実施する。

生涯学習市民講座

総参加人数
17,500人

実施個所 244所
総参加人数

17,090人
154.2万円

・家庭教育講座
家庭教育に関する悩みや不安を解消

するための、講師を招いた講義形式や
対話形式による学習会の開催する。
・親力アップ交流カフェ
ワークショップ形式や対話会形式に

よる、保護者同士や地域住民等との交
流の場として開催する。

家庭教育講座

1 “学び”と“活動”の機会の創出 事業一覧
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２ 持続可能な地域づくりに向けた地域力の育成

持続可能な地域づくりにおける“学び”と“活動”では、地域の人や歴史、文化
といった身近な資源を活用することで、地域への愛着・誇りを育むととも
に、一人ひとりの「私たちごと」化への最初の一歩を促します。
• 指標

目標現状調査内容対象テーマ

96％
生涯学習活動への参加を通
じて、自分が暮らす地域へ
の関心が増した割合

講座等
参加者

生涯学習を通じた地域
への関心度の変化

90％

生涯学習活動への参加を通じて、
地域における新たな繋がりが生
まれる、またはこれまでの繋が
りをより実感した割合

講座等
参加者

生涯学習を通じた地域
における関わりの変化
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目標（R8）実績予算概要事業

総参加人数
150人

（R8新事業）
089.1万円

子育て中の保護者を対象に、悩みの共有や専門家による
講義を通じて、保護者の孤立解消や子育て力向上を目的
とした交流会を実施する。
子ども家庭局や教育委員会、地域で活動するシニア世代
と連携し、親育ち・子育て支援に関する情報提供も行う。

家庭・地域・学校
パートナーシップ事業
（親力アップ交流事業）

派遣回数
30回

（R8新事業）
060万円

生涯学習・社会教育の専門人材である社会教育士や生涯
学習・地域づくり・人づくりに関する事業に取り組む
NPO等、地域で活動するシニア世代の方々をネットワー
ク化し、市民センターや地域における活動の充実を図る。

市民センターを支える
民間人材活用事業

25人（R7受講者）
25人18.5万円

北九州市民カレッジ講座「地域力アップセミナー」（10
回連続講座）を実施する。グループワークを通して地域
づくりに活かせるスキルを実践的に学ぶとともに、参加
者同士の学びあい、育ち合う関係づくりを通して、地域
活動の担い手となる人材へと成⾧していくことを目指す。

地域力アップセミナー

コーディネー
ター配置館
50館

（R7年度末）
コーディネー
ター配置館
41館

256.3万円

コーディネーターは、一つの市民センターに所属し、そ
の運営方針のもと生涯学習を通して地域の「学び」と
「活動」をつなぐ役割を担い、主に次の活動を行う。
・生涯学習事業の企画・運営に関すること
・館報作成等の広報に関すること
・上記活動に資する研修への参加

生涯学習推進
コーディネーター
配置事業

2 地域力の育成 事業一覧
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3 未来の社会の創り手を育て・支える人材の育成

未来の社会の創り手を育て、支えていくためには、行政だけでなく、社
会教育団体や社会教育士、学校、NPOや企業等と連携し、“学び”や“活動”の
機会を創出していくとともに、未来の社会の創り手を支える人材・仕組み
を整えていきます。
・指標

目標現状調査内容対象テーマ

13％

生涯学習活動への参加を
きっかけに、地域活動やボ
ランティア活動へ参加した
割合

講座等
参加者

生涯学習を通じた地域
活動等への関わりの変
化
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目標（R8）実績予算概要事業

122人（R7）
125人52万円

北九州市立大学地域創生学群との連携事業。大学1年生が
チームを組み、市民センターに訪問し、地域や市民セン
ターの活動に地域の方たちと一緒に取り組む。その後、
チームごとにテーマを設定し、学生主体の取り組みを地域
で実施する。

北九州市立大学

との連携事業

市内の小中学生20名程度の
参加を想定している。夏休み
に5回の講座を実施し、生涯
学習フェスティバルで発表す
る。

（R8新事業）
0123.6万円

小学校高学年～中学生を対象に、講座やワークショップ等
を通じて、まちの課題や学びの推進等に関するアイデアを
自由に話し合い、講座やシンポジウム等の企画運営等にか
かわることを通じて未来の社会の創り手となる人材の育成
を図る。

未来のまちと学

びを支える人材

育成事業

総参加人数200人程度の参加
を想定している。（3～4の
生涯学習センターで実施。講
義形式なら30人、イベント
では100人程度。）

（R8新事業）
0153.1万円

各区生涯学習センターが地域の特性や若者のニーズを踏ま
えた独自の講座・イベントを実施し、若者の学び・交流・
地域参加のきっかけを創出する。若者にとっての居場所・
サードプレイスとしての役割を高め、継続的な利用促進と
将来の地域人材の育成を目指す。

生涯学習センター発！

「若者応援事業

『NEXT GENERATION

（ネクジェネ）』」

クルー登録人数
100人

（R8新事業）
0150万円

市民センターで、継続的に地域・子ども交流事業等に協力
する若者ボランティア（小中学生～3０代）を『コミュニ
ティ・クルー』として募集・配置し、若者のアイデアや強
みを生かした事業を実施することを通じて、市民センター
や地域の活動を活性化するとともに、未来の社会の創り手
を育成する。

コミュニティ・

クルー事業

3 人材の育成 事業一覧
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